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防
衛
醸
費
の
性
格
に
Jつ

い
て

島

恭

彦

一
、
決
算
検
査
報
告
よ
り
見
た
防
衛
聴
費
の
特
質

本
年
一
月
曾
計
検
査
院
長
が
内
閣
官
房
長
官
に
封
し
て
、
曾
計
検
査
の
結
果
、
政
算
が
数
率
的
に
使
用
さ
れ
て
い
な
い
事
識
を
掛
閉

し
た
が
、
そ
の
中
て
橡
算
の
非
致
率
的
使
用
心
一
一
一
大
事
例
と
し
て
、
地
方
公
共
圏
憾
等
に
謝
す
る
補
助
金
及
び
外
園
食
糧
の
購
入
と
左

b
ん
で
防
衛
聴
白
資
材
調
達
を
あ
げ
て
い
る
。
「
防
衛
費
」
買
は
軍
事
費
が
警
察
抽
出
備
隊
創
設
常
時
か
b
毎
年
補
正
致
算
中
繰
越
金
も

ふ
く
め
て
念
速
に
ふ
く
れ
上
る
に
ワ
れ

τ、
特
に
資
材
調
達
面
の
不
営
経
理
中
汚
職
の
件
数
が
増
加
し

τ
い
る
の
で
あ
る
。
最
、
近
も
防

衛
闘
の
調
達
質
施
本
部
に
業
者
が
毎
日
フ
め
か
け

τ
い
る
事
賞
、
調
本
白
資
材
購
入
の
「
強
定
債
格
」
が
事
前
に
も
れ
る
事
賞
、
調
本

よ
り
も
先
に
、
第
一
、
第
二
幕
僚
監
部
白
た

ττ
い
る
購
入
計
重
(
購
入
品
目
、
購
入
先
等
)
が
業
者
に
キ

v
v
チ
さ
れ
る
事
賓
が
報

道
さ
れ
て
い
る
O

(

朝
日
新
聞
、
役
所
主
陳
情
)
し
か
し
軍
事
費
に
閥
ナ
る
不
嘗
経
理
由
件
数
は
終
戦
前
て
も
最
も
高
い
比
率
を
し
め
て
い

た
。
軍
事
費
が
経
済
界
中
不
況
を
カ
バ
ー
す
る
闘
係
に
あ
り
、
業
者
に
と
っ
て
軍
事
珠
算
の
わ
け
ま
え
を
獲
得
す
る
己
と
が
制
し
が
た

い
筒
動
に
な
っ
て
、
こ
白
珠
算
を
に
ぎ
る
も
り
の
猫
占
的
地
位
が
女
第
に
せ
り
上
っ
て
〈
れ
ば
、
同
様
な
事
件
が
く
り
か
え
し
起
つ

τ

い
た
の
で
、
己
の
事
質
だ
け
を
切
り
離
し
て
考
え
る
左
ら
ば
、
軍
事
費
白
不
常
経
理
の
性
質
は
職
前
と
同
様
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

防
衛
廓
費
の
性
摘
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

四
五
八

第
七
掛



防
措
臨
費
の
性
特
に
同
ず
い
て

第
七
十
五
巻

四
五
丸

第
七
盤

し
か
し
わ
た
く
し
達
が
舎
計
検
査
院
の
文
書
を
注
意
し
て
積
む
と
、
敵
前
と
1
E
く
具
っ
た
新
し
い
不
官
経
理
の
特
徴
金
モ
こ
に
見
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
さ
さ
に
あ
げ
た
曾
計
検
査
院
長
の
説
明
の
中
に
も
、

「E
E
-
-
部
隊
の
編
成
h
T

訓
練
の
賓
情
と
遊
離

し
た
不
念
、
ま
た
は
過
大
調
達
、
あ
る
い
は
機
能
干
規
格
の
把
握
不
十
分
に
よ
る
不
経
済
な
支
出
等
の
事
例
が
多
数
見
受
け
ら
れ
-
-
」

(
曾
計
検
査
院
月
報
、

Z
品
∞
)
と
あ
る
。
己
の
事
買
を
さ
ら
に
私
達
は
「
昭
和
二
十
八
年
度
決
算
検
査
報
告
」
に
ま
で
追
求
し
て
い
く
と
、

「
・
・
不
念
品
の
購
入
に
つ
い
て
の
お
も
な
原
因
は
、
保
安
隊
に
は
米

そ
こ
に
衣
の
よ
う
な
理
由
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

園
軍
に
範
を
採
っ
た
編
成
装
備
表
が
あ
り
、
部
隊
の
要
員
、
装
備
器
材
は
右
の
装
備
衰
の
定
数
に
従
っ
て
充
足
し
、
さ
ら
に
そ
の
定
数

を
耐
周
年
限
数
て
除
し
た
数
セ
毎
年
更
新
補
充
分
と
し
℃
調
達
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
部
隊
の
現
況
ま
た
は
寅
際
の
必
要
度
一
等
を

把
握
し
な
い
で
た
だ
方
定
数
表
だ
け
に
よ
っ
て
数
量
を
決
定
し
て
い
る
傾
向
が
あ

U
、
結
局
質
惰
に
遊
降
し
て
購
入
が
行
わ
れ
る
己
と

が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
」
(
昭
和
二
十
八
年
度
、
決
算
検
査
報
告
書
、
大
九
頁
)
こ
の
質
例
を
伺
害
に
よ
っ
て
ご
、
三
ひ
ろ
い
出
し
て
み

る
と
、
保
安
聴
第
一
幕
僚
監
部
て
は
有
線
作
業
草
の
保
有
史
散
を
六

O
輔
(
方
面
遁
信
大
隊
お
よ
び
遁
信
構
成
大
隊
、
各
大
隊
三
個
中

隊
編
成
、
一
個
中
隊
定
数
各
九
師
、
計
五
四
柄
、
ほ
か
に
遁
信
運
用
大
隊
四
朝
、
設
備
二
輔
、
合
計
六

O
繭
〉
と
し
て
二
七
年
度
ま
ゼ

益
数
量
を
購
入
契
約
し
た
が
、
三
八
年
十
二
月
更
に
い
す
ず
自
動
車
株
式
合
社
工
り
更
新
分
と
し
て
六
輔
(
車
慣
-
一
、
九
三
一
一
、

0
0

0
固
〕
を
一
七
、
八
コ
一
二
、

0
0
0闘
で
購
入
し
た
。
し
か
る
に
通
信
構
成
大
隊
白
賢
際
の
編
成
は
三
個
中
隊
て
は
た
く
二
個
中
隊
ぞ

あ
る
か
ら
一
八
柄
て
足
り
、
総
数
五
一
輔
と
な
っ
て
、
購
入
済
の
六

O
柄
に
劉
し
九
輔
の
徐
剰
が
生
ず
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
従
っ

て
更
新
聞

r豆
、
六
輔
必
要
と
し

τも
二
八
年
度
の
新
規
購
入
は
不
必
要
で
あ
っ
た
は
づ
ぜ
あ
る
。

(
同
宮
町
、
七
O
頁
)

同
じ
く
第
一
幕
て
謝
室
布
板
十
一
寓
名
編
成
の
定
数
回
、
七
八
七
枚
と
し
て
、
二
七
年
度
ま
て
に
、
四
、
六
五
六
枚
を
買
い
、
-
一
八

年
度
に
は
定
数
白
不
足
分
一
三
一
枚
、
更
新
分
八
九
八
枚
、
お
工
び
一
一
十
九
年
度
更
新
分
八
九
八
枚
、
計
一
、
九
二
七
枚
を
一
-
一
、

四



し
か
る
に
謝
窓
布
板
は
部
隊
の
訓
練
に
笠
際
ひ
ん
築
に
使
用
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
-
一
九

年
八
月
に
脅
計
検
査
院
の
寅
地
検
査
の
時
に
な
っ
て
は
じ
め
て
訓
練
賢
施
の
案
を
た
て
て
h

る
有
様
で
あ
る
か
ら
、
明
か
に
調
達
数
量

ほ
過
大
で
あ
る
。
た
あ
曾
計
検
査
院
は
七
高
豆
干
名
編
成
の
常
時
か
ら
部
隊
の
整
備
定
数
を
超
温
し
て
封
室
布
板
主
調
達
し
て
H
た
こ

三
九
、
一
一
立
一

υ園
て
購
入
し
て
い
る
。

と
に
劃
し
て
甑
忙
注
意
を
促
し
て
い
た
。

(
同
書
、
士
一
一
一
頁
)

以
上
は
不
要
不
念
の
物
品
を
購
入
し
て
い
た
と
と
の
賢
例
だ
が
、
と
の
他
に
保
安
聴
の
購
入
物
資
棒
材
の
性
能
が
不
必
要
に
高
か
っ

ふ
た
り
、
ま
た
組
合
せ
使
用
す
る
器
材
の
問
て
双
方
の
能
力
が
つ
む
合
っ
て
い
な
い
た
め
忙
高
性
能
の
も
の
が
能
力
を
護
揮
ぞ
き
た
h
ぜ

い
る
場
合
が
多
恒
。
と
の
理
由
も
報
告
書
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
米
国
軍
の
規
格
を
い
た
ず
ら
に
模
し
た
担
、
保
安
除
整
備
の
賀
情

に
町i

し
た
検
討
が
十
分
で
在
い
」
(
問
書
、
七
七
頁
)
た
め
に
ゐ
こ
っ
て
い
る
こ
L

仁
志
の
ゼ
あ
る
。

例
え
ば
第
一
幕
が
不
一
一
商
業
株
式
曾
世
等
よ
り
護
動
強
電
機
(
通
信
機
用
)
六
七
蓋
を
八
六
、
四
二
一
、

0
0
0闘
で
購
入
し
た
が
、

登
動
機
の
規
格
が
米
軍
使
用
の
も
の
に
な
ら
い
、
設
電
機
の
出
力
に
く
ら
べ
て
過
大
に
設
計
さ
れ
た
た
め
不
経
済
と
た
っ
て
い
る
。
な

お
こ
れ
が
使
用
き
れ
る
通
信
機
は
ま
だ
購
入
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
機
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
左
い
て
保
管
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
か
、

平
の
後
米
軍
か
ら
の
貸
興
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
合
せ
て
一

(
同
害
七
八
頁
}

ま
た
保
安
躍
は
園
際
電
気
株
式
合
祉
等
か

b
草
輔
無
線
機
セ
ッ
ト
九

O
一
一
一
室
を
一
、
一
七
一
一
一
、
豆
三
一
ニ
、
一
二

O
O国
て
購
入
し
た
が
、

一
九
葺
が
通
信
補
給
魔
に
在
庫
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
米
軍
の
教
範
を
そ
の
ま
ま
訴
認
し

τ仕
様
書
を
作
り
、
米
軍
白
も
の
と
同
様
に
ト
ラ
ッ
ク
と
戦
車
の
雨
方
に
の
せ
る
こ
と
が
で

き
る
も
白
と
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
白
せ
る
と
き
は
一
一
一
ボ
ル
ト
用
昔
、
戦
車
に
む
せ
る
と
き
は
こ
四
ボ
ル
ト
用
を
使
用
で
き
る
よ
う
に
ご

種
類
の
コ

y
パ
l
グ
を
セ
ッ
ト
に
入
れ
て
購
入
し
た
。
し
か
し
編
成
袈
傭
白
賓
際
を
み
る
と
戟
草
に
は
本
機
と
具
る
も
の
を
の
せ
る

己
と
と
な
っ

τ
b
b
、
ま
ん
然
米
軍
の
仕
様
に
な
ら
っ
た
た
め
に
、
二
四
ボ
ル
ト
用
コ
ン
パ
タ
ー
は
不
必
要
と
な
っ
た
。

(
問
書
七

防
措
臨
賓
の
性
拾
に
つ
い
て

第
七
十
五
巷

四
六
O

第
七
蹴



関
宿
臨
費
目
性
格
に
つ
い
て

第
七
十
王
巻

聞
大

第
七
競

四

九
頁
)

私
が
己
己
に
二
十
八
年
度
白
合
計
検
査
院
の
「
検
査
報
告
」
に
の
せ
b
れ
た
数
例
を
、
か
な
り
忠
買
に
紹
介
し
た
の
は
、
そ
の
中
に

車
な
る
不
常
経
理
由
賢
例
と
い
う
よ
り
も
、
モ
れ
を
遁
じ
て
職
後
の
軍
事
費
の
重
要
た
性
格
を
浮
ぼ
h

り
に
す
る
よ
う
念
事
質
が
示
さ
れ

て
い
る
か

b
て
あ
る
。
こ
れ
は
す
で
に
二
十
七
年
度
の
報
告
に
も
決
の
よ
う
に
暗
示
さ
れ
て
い
た
。
保
安
憾
で
不
念
の
も
の
を
購
入
し

た
り
、
士
た
購
入
し
た
も
の
が
未
使
用
白
ま
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
、
「
物
品
購
入
計
蓑
が
こ
れ
を
現
賞
に
使
用
す
る
部
隊
の
人
員
、

施
設
、
機
械
等
の
整
備
の
賓
欣
と
遊
離
し
て
質
施
に
移
さ
れ
た
と
と
に
因
る
-
:
」
(
昭
和
二
十
七
年
度
決
算
検
査
報
骨
、
四
八
頁
)
。
二
十

八
年
度
の
検
査
報
告
ぞ
は
こ
の
よ
う
な
不
蛍
経
理
の
原
因
が
具
鰹
的
に
明
か
K
さ
れ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
む
ろ
ん
防
衛
顕
費
の
不
蛍

経
理
白
原
因
は
、
車
に
米
軍
臼
装
備
を
槙
し
、
モ
れ
に
遁
ず
い
し
℃
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
に
隈
ら
れ
る
も
の
で
は
た
い
ぞ
あ
ろ
う
。

そ
し
て
検
査
報
告
を
詮
意
し
て
謹
む
怠
b
ば
、
盟
に
-
一
十
八
年
度
平
一
一
十
七
年
度
ば
か
り
て
な
く
、
す
で
に
警
察
課
備
隊
創
設
省
時
ご

十
五
年
度
の
報
告
に
、
さ
ら
重
要
た
事
買
を
暗
示
す
る
よ
う
た
も
の
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
国
ち
モ
の
常
時
警
察
橡
備
隊
費
の
ご

0
0

億
園
の
中
記
度
内
支
出
済
額
は
一
一
一
一
一
一
億
固
ぜ
あ
っ
て
、
翌
年
度
繰
越
額
六
七
億
国
儀
、
不
用
額
-
一
千
高
国
儀
を
出
し
た
。
こ
れ
は
勿

論
創
設
蛍
時
の
混
院
か

b
出
た
も
の
と
も
云
え
る
の
で
、
た
と
え
ば
経
費
二

O
O億
を
図
債
費
よ
り
移
用
し
た
り
、
モ
の
支
出
を
二
十

主
年
十
一
月
三
十
日
警
察
強
備
隊
に
ひ
き
つ
ぐ
ま
で
園
家
地
方
警
察
が
取
り
あ
つ
か
っ
た
り
し
た
こ
と
か
ら
生
じ
た
と
も
云
え
よ
う
。

し
か
し
検
荏
報
骨
の
中
の
衣
白
支
一
百
は
簡
単
に
見
の
が
せ
た
い
の
で
あ
る
。
「
翌
年
度
繰
越
額
の
最
も
た
も
の
は
被
服
、
車
繭
等
の
物

品
費
=
一
十
八
億
六
千
三
百
蝕
高
閥
、
施
設
費
ご
十
八
億
五
千
百
飴
高
闘
で
、
こ
の
よ
う
に
多
額
の
繰
り
越
し
士
出
し
た
の
は
主
と
し
て

圏
内
の
製
造
能
力
が
ぼ
う
大
た
需
要
に
際
ぜ
ら
れ
社
か
づ
弁
た
め
で
、
特
に
通
信
機
械
等
に
あ
っ
て
は
年
度
内
納
入
皆
無
の
欣
況
で
あ

己
れ
は
警
察
橡
備
隊
の
創
設
そ
の
も
の
が
何
等
園
民
の
意
思
に
も
と
づ
か
ず
、
従
つ

る
。
」
(
昭
和
二
十
主
年
度
決
算
検
査
報
告
、
二
八
頁
)

丸
ず



わが園防衛産業年産能力主
自衛豚需要(常時)との比較

(車位千噴)

第一表

年肯自 産力 需自衛要陣

弾襲関係

4.2吋迫撃砲弾 500 1口D

81届迫撃砲弼 1.200 270 

60粍誼撃砲弾 600 古70

155粍摺碍 4口O 60 

105粍摺弾 8口口 100 
ロケット E串 9口D 1，100 

75粍無反動砲弾 200 90 

0.3叶銃弾 1日)，000 80，000 

0.5吋銃 E盟 10，000 4，150 
砲閥f茶

ロケット車包 6，0口口 800 

無反動砲 1，5口D 50 

4.2吋迫撃砲 500 50 

60粍迫撃砲 5口D 10口

て
ま
た
園
民
的
な
経
済
基
盤
ぞ
も
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う

(防荷年催， 1955年， 482頁j

こ
と
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
亡
れ
も
創
設
省
時
の
こ
と
で

あ
っ
て
、
モ
の
後
朝
鮮
鞍
争
を
経
過
し
て
か
ら
、
米
軍
の
特

需
や
政
府
の
出
資
投
資
に
拍
車
を
か
け
ら
れ
、
わ
が
園
の
軍

需
生
産
は
嵐
の
よ
う
に
横
張
さ
れ
た
。
そ
し
て
い
ま
て
は
、

第
一
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
特
に
開
襲
、
銃
火
器
、
火
砲

の
生
産
部
門
て
は
防
衛
隠
の
需
要
に
数
倍
す
る
過
大
な
生
産

能
力
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
従
っ
て
業
者
は
必
死
に
な
っ

て
防
衛
臆
に
つ
め
か
け
、
政
府
に
働
き
か
け
、
あ
る
い
は
米

国
か
ら
の
特
需
キ
援
助
に
期
待
し
、
原
子
力
平
ジ
ェ

Y
ト
機
生
産
の
新
技
術
を
と
り
入
れ
よ
う
と
狂
ほ
ん
し
て
い
る
。
従
っ
て
激
備
隊

創
設
蛍
時
と
は
別
白
形
の
不
首
経
現
干
汚
職
の
ゐ
こ
る
原
因
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
一
現
に
「
六
月
末
に
絡
る
米
舎
計
年
度
に
お
け
る
特

需
一
千
高
F
ル
」
と
い
う
ロ
ス
氏
の
言
明
に
治
び
え

τ、
業
界
は
軍
需
品
目
過
剰
生
産
設
備
や
ス
ト
ッ

F
を
「
闘
有
民
営
」
干
そ
の
他

の
園
庫
補
助
等
を
通
じ
て
カ
パ
ー
す
る
べ
く
、
圏
家
資
金
の
分
捕
り
に
一
生
廓
命
て
は
な
い
か
。
要
す
る
防
衛
臆
費
の
不
営
経
理
の
問

題
も
、
わ
が
園
白
政
治
経
済
の
従
属
性
と
無
政
府
性
の
中
て
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

三
、
防
衛
聴
費
に
見
ら
れ
る
従
属
性

古
き
に
警
察
強
備
隊
創
設
営
時
の
致
算
が
、
モ
れ
に
封
臨
す
る
園
民
経
済
的
基
礎
を
快
い
て
い
た
た
め
に
、
繰
越
額
が
増
大
し
た
事

防
帯
臆
賓
の
怯
特
に
つ
い
て

第
七
十
王
倉

第
七
蹴

主

四
六



防
衛
融
費
の
性
格
に
つ
い
て

(単位億国)

I ~~7 年度 I ~~"年度 129 年度
議事 i繰越 l現額 重量算|繰越|現額 珠算 l繰越 1現額

防衛宝田金 650 650 620 31 

防衛国軍費 591 152 74H 613 280 893 742 252 994 

安 保諸費 560 560 3D2 302 1口D 100 

平 和回復 110 100 210 80 58 88 15D 84 184 

連合 商 財 産 10U 100 4 96 100 26 74 100 

音ト 2.011 1.267 827 2，094 1，502 502 

防衛関係費と繰越額第二表

第
七
十
五
巻

第
七
揖

ムノ、

四
六

情
を
白
"
へ
た
。
し
か
し
モ
白
後
事
情
が
同
盟
化
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
一
衛
関
係
費
、
と
り

わ
け
防
衛
臆
費
の
繰
越
額
は
第
三
表
に
示
さ
れ
て
hv
る
よ
う
陀
増
人
し
た
の
で
あ
る
。
勿
諭

自
衛
隊
白
需
要
す
る
兵
器
、
器
材
等
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
ま
だ
わ
が
闘
の
軍
需
産
業
白
み

た
し
得
な
い
も
の
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
あ
る
種
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
生
産
が
需
要
を
メ
l

パ
l
し
、
他
白
種
目
も
り
に
づ
い
て
は
不
足
す
る
と
い
う
己
と
は
、
特
に
無
政
府
性
と
投
機

性
山
多
い
兵
器
生
産
の
常
で
あ
っ
て
、
全
般
と

L
て
繰
越
額
白
多
い
と
い
う
理
由
士
、
軍
需

に
謝
す
る
生
産
額
心
不
足
に
も
と
め
る
こ
と
は
正
し
く
な
い
で
あ
る
う
。

私
は
ま
づ
そ
の
理
由
を
考
え
る
前
提
と
し
て
、
防
衛
臆
賓
の
繰
越
額
白
増
大
と
い
う
こ
と

と
、
第
一
節
て
の
ベ
た
よ
う
な
モ
の
不
嘗
経
閣
の
増
大
と
い
包
こ
と
と
を
不
可
分
心
も
白
と

し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
そ
し
て
モ
の
理
由
に
つ
い
℃
は
、
防
衛
抽
出
算
そ
り
も

の
が
米
軍
の
戦
略
に
直
結
し
て
い
て
、
そ
の
編
成
に
自
主
性
が
な
い
、
珠
算
編
成
白
明
確
な

基
礎
が
怠
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
事
へ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

さ
て
第
ご
表
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
防
衛
関
係
費
の
繰
越
額
は
年
々
極
め
て
多
額
に
の
ぼ
っ

て
い
る
が
、
社
合
保
障
関
係
費
や
文
教
費
、
災
害
復
奮
費
た
ど
に
つ
い
て
わ
ず
か
一
億
平
一
一

億
と
い
う
金
が
必
死
に
な
っ
て
あ
ら
そ
わ
れ

τ
hる
の
に
比
較
し
て
、
年
々
五

O
O億
か
ら

八

O
O億
と
い
う
金
が
使
用
さ
れ
ず
に
、
繰
越
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
な
お
こ
の
他
に
十
数
億

の
不
用
額
が
あ
る
己
と
は
何
ん
と
し
て
も
不
合
理
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
明
か
に



寸
繰
越
明
詐
」
と
い
う
財
政
法
上
自
制
度
白
濫
用
で
あ
る
と
さ
え
云
え
る
の
で
あ
る
。
公
共
事
業
費
な
ど
に
つ
悼
て
も
繰
越
街
白
多
何

時
が
あ
る
が
、
乙
の
防
衛
関
係
費
l
|防
衛
支
出
金
か
ら
安
保
諸
費
、
平
和
回
復
、
連
合
園
財
産
費
等
を
合
め
て

1
lの
連
年
に
わ
た

る
繰
越
は
、
ナ
ペ
て
相
手
の
あ
る
、
自
主
性
の
な
い
経
費
て
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
、
そ
白
繰
越
の
理
由
D

一
斑
が
う
か
が
わ
れ
る
と

思
う
。と

こ
ろ
ゼ
中
て
も
繰
越
額
の
多
い
防
衛
聴
費
に
つ
い
て
は
、

「
暗
闇
算
の
積
算
上
慎
重
を
か
い
た
り
、
不
念
不
熟
左
計
蓋
を
珠
算
化
し

た
」
(
正
木
千
各
、
昭
和
三
十
年
度
致
算
案
の
開
掴
勲
、
金
融
財
政
事
情
、

F
5
2】
白
)
黙
が
あ
る
と
云
え
る
の
ゼ
あ
っ
て
、
こ
れ
は
決
算
検

査
報
告
て
合
計
検
査
院
が
防
衛
腐
心
不
省
経
理
に
つ
い

τ述
べ
て
い
る
理
由
と
益
〈
同
様
で
あ
る
。
経
つ

τζ
己
て
は
す
で
に
む
ベ
た

不
営
経
理
由
問
題
を
も
含
め
て
、
何
故
防
衛
臨
時
蹴
算
の
編
成
に
お
い
て
か
か
る
事
態
が
生
ず
る
む
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
乙
と
を
考
え
て

み
た
い
。

て
い
る
己
と
て
あ
る
が
、
い
ま
そ
白
理
由
に
つ
い
て
考
え
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
て
あ
る
。

防
衛
聴
白
橡
算
編
成
に
つ
い
て
積
算
の
明
確
た
根
擦
や
基
準
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
防
衛
廓
内
部
の
経
理
白
捲
営
官
さ
え
も
一
再
つ

第
一
に
自
衛
隊
の
編
成
や
装
備
は
ま
づ
強
算
編
成
白
基
礎
と
た
る
ペ
き
は
ず
白
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
現
寅
に
そ
う
左
る
た
め
に

は
、
部
隊
。
編
成
キ
装
備
白
現
献
が
ど
う
で
あ
り
、
将
来
ど
の
よ
う
に
た
る
か
の
相
営
確
寅
た
見
通
し
と
計
壷
が
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。

例
え
ば
遁
信
部
隊
を
何
個
中
隊
編
成
と
し
、
各
中
隊
に
野
外
無
線
機
、
車
輸
無
線
機
、
ま
た
は
ト
ラ
ッ
ク
や
ジ
l
プ
お
の
お
の
何
事
と

ず
る
か
、
特
科
隊
士
何
個
中
隊
編
成
と
し
、
各
中
隊
に
砲
何
門
、
己
れ
に
附
ず
い
す
る
自
走
車
何
輔
と
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
部
隊
編
成
の
根
本
問
題
て
あ
り
、
最
高
白
戦
略
戦
備
に
つ
ら
た
る
問
題
て
も
あ
る
。
と
こ
ろ
が
己
れ
が
防
衛
臓
や
日
本
政
府
だ

け
で
は
き
ま
ら
伝
い
。
そ
う
だ
と
す
る
と
防
衛
聴
の
換
算
編
成
白
明
確
た
基
準
と
い
う
も
白
が
た
い
わ
け
で
あ
る
い
l

防
楠
腐
費
の
怯
格
に
ワ
い
℃

第
七
十
五
番

回
大
四

第
七
鵠

七



防
衛
鹿
費
叩
性
格
に
ワ
い
て

第
七
十
五
巻

四
六
五

，
 

第
七
鵠

J、

第
二
に
施
設
費
も
い
わ
ゆ
る
初
度
設
備
費
の
中
て
装
備
費
と
比
適
す
る
位
の
大
き
さ
を
も
つ
が
、
乙
れ
は
、
キ
ャ
ン
プ
、
射
撃
場
、

演
習
場
、
補
給
版
、
病
院
、
事
検
等
白
施
設
に
闘
す
る
経
費
て
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
米
軍
の
使
用
す
る
基
地
や
キ
ャ

γ
プ
干
演
習
場
等

の
接
収
解
除
さ
れ
た
も
白
を
自
衛
隊
が
使
用
す
る
と
い
う
場
合
も
あ
る
し
、
米
軍
の
施
設
モ
の
も
の
を
共
同
利
用
す
る
と
い
う
場
合
も

あ
る
。
己
れ
島
白
場
合
、
施
設
費
は
米
軍
山
施
設
が
接
牧
解
除
に
在
る
か
、
-
な
b
な
い
か
、
ま
た
在
日
米
軍
が
ど
の
程
度
引
上
げ
る
か
、

あ
る
い
は
増
強
さ
れ
る
か
に
よ
っ
て
鑓
つ

τく
る
は
ず
で
あ
る
が
、
己
れ
も
は
っ
き
り
藻
測
さ
れ
な
悼
の
て
、
己
己
に
防
衛
廓
経
費
白

あ
い
ま
い
さ
が
あ
る
。
施
設
共
用
の
場
合
に
は
、
時
胤
算
の
款
項
て
明
確
に
区
分
さ
れ
て
い
る
防
衛
臆
費
、
防
衛
分
権
金
、
安
全
保
障
諸

費
等
が
相
互
に
覧
質
的
に
流
用
さ
れ
る
場
合
さ
え
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
白
黙
に
つ
hv
て
最
近
白
一
例
主
云
え
ば
、
航
空
自
衛
隊
は
二
九
年

度
か

b
自
衛
官
六
、
二
八
七
人
、
職
員
四
七
八
人
の
定
員
、
四
五
億
闘
の
抽
出
算
主
も
ワ
て
登
場
し
て
き
た
が
、
そ
の
業
務
白
一
っ
と
し

τ米
空
軍
基
地
に
お
け
る
航
空
機
搭
乗
員
、
整
備
員
、
レ
ー
ダ
ー
要
員
等
白
養
成
訓
練
が
計
聾
さ
れ
て
い
る
の
て
あ
る
。
(
昭
和
二
九
年

度
、
園
の
理
算
、
四
一
頁
)
一
二
十
年
度
換
算
編
成
に
際
し
、
防
衛
分
捲
金
削
減
の
傑
件
と
し
て
、
ジ
品

Y
ト
機
用
の
滑
走
路
を
延
長
す
る

と
い
う
米
軍
の
要
求
を
日
本
側
は
の
ん
だ
が
、
本
年
度
珠
算
案
白
防
衛
支
出
金
中
氏
含
ま
れ
る
施
設
提
供
費
七
九
億
困
て
は
不
足
す
る

と
み
b
れ
る
の
て
、
早
く
も
調
達
臆
て
は
も
し
米
軍
白
要
求
す
る
だ
け
の
延
長
が
出
掛
内
在
日
U

と
き
は
、
現
在
防
衛
廓
が
米
軍
飛
行
場
主

利
用
し

τ
い
る
の
を
、
白
b
の
費
用
イ
擦
張
す
る
と
い
う
一
案
、
宮
考
慮
し

τい
る
よ
う
て
あ
る
。
(
朝
日
新
聞
、
五
月
十
日
)

己
れ
ら
む

事
買
か
ら
も
現
在
「
防
衛
関
係
費
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
白
の
中
の
相
互
白
融
通
牲
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
と
一
宮
え
よ
う
。

第
三
に
兵
器
白
貸
奥
平
供
奥
山
問
題
て
あ
る
が
、
乙
れ
も
肪
衛
珠
算
の
内
容
を
あ
い
ま
い
に
す
る
有
力
な
要
因
て
る
る
。

M
S
A
協

定
以
前
に
お
い
て
は
、
兵
器
の
貸
奥
に
闘
す
る
契
約
も
な
く
、
米
軍
白
兵
器
を
事
買
上
使
用
さ
せ
て
も
ら
う
と
い
う
欣
態
で
あ
り
、
米

軍
の
管
理
椿
は
部
隊
の
末
端
の
兵
器
使
用
に
ま
て
ゐ
ょ
ん
て
い
た
。

M
S
A
協
定
に
よ
っ
て
、
陸
上
兵
器
に
つ
い

τは
供
奥
と
い
う
己



と
に
な
っ
た
が
、
た
お
在
日
米
軍
事
顧
問
園
が
、

「
被
援
助
園
に
お
け
る
軍
需
品
目
白
不
足
を
決
定
し
、
軍
事
援
関
白
要
求
準
備
を
す

「
引
渡
兵
器
の
登
録
、
管
理
、
貯
蔵
、
お
よ
び
適
正
な
使
用
に
闘
し
営
該
闘
に
勧
告
・

「
米
岡
D
供
自
問
し
た
装
備
品
の
使
用
及
び
維
持
放
態
を
監
視
し
、
報
告
を
提
出
し
、
そ
れ
が
確
賞
に
所
定
の
問

的
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
L

権
限
、
な

b
び
に
「
訓
練
の
米
園
へ
の
依
存
度
を
軽
減
す
る
た
め
、
被
援
助
園
自
身
の
訓
練
施
設
白

設
置
及
び
増
加
を
促
進
せ
し
め
る
」
槙
限
を
も
持
つ
℃
い
る
。
た
お
艦
艇
に
つ
い
て
は
、
「
日
米
艦
艇
貸
興
協
定
」
て
、
艦
艇
と
そ
の

附
属
品
は
ナ
ベ
亡
米
図
の
擢
限
に
麗
し
、
日
本
政
府
は
米
圏
政
府
の
同
意
な
し
に
、
艦
艇
又
は
艦
艇
内
の
ぎ
装
晶
、
器
具
、
暗
闇
備
部
品
、

交
換
用
部
品
を
破
棄
、
改
援
し
亡
は
な
ら
ず
、
ま
た
こ
れ
ら
に
闘
す
る
圏
西
、
仕
様
書
モ
白
他
白
情
報
を
外
部
に
洩
ら
し
て
は
在
ら
左

る
こ
と
に
つ
き
嘗
該
閣
に
勧
告
」
す
る
権
限
、

援
助
を
行
う
」
椿
限
、

い
と
い
う
こ
と
に
た
っ
て
い
る
。

以
上
の
事
質
か

b
み
る
と
、

M
S
A
協
定
以
後
供
奥
兵
器
の
使
用
に
つ
い
て
は
多
少
白
白
由
主
輿
え

b
れ
た
も
白
白
、
な
お
供
奥
吉

れ
る
兵
器
由
数
輩
、
種
類
に
つ

ρ
て
は
米
軍
事
顧
問
圏
ま
た
は
米
園
政
府
の
立
場
が
強
く
出
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
か
っ
兵
器
使
用

の
監
調
、
検
査
、
勧
告
、
報
告
等
々
を
遁
じ
て
兵
器
白
使
用
や
貯
蔵
そ
の
も
の
に
庚
汎
左
彫
響
を
奥
え
る
よ
う
に
な
っ

τい
る
。
問
題

は
完
成
兵
器
以
外
に
、
そ
の
部
品
、
更
新
品
、
モ
れ
に
関
連
す
る
様
々
の
袈
備
品
(
ト
ラ
ッ
ク
、
ジ
ー
プ
、
ト
レ
ラ
l
、
通
信
器
械
等

)
は
日
本
側
の
負
婚
と
し
て
防
衛
藤
珠
算
白
内
容
に
な
る
も
の
だ
が
、
完
成
兵
器
と
ー
そ
れ
う
制
草
食
ゐ
襲
備
品
は
相
互
に
密
接
に
関
連

を
も
ち
一
閣
と
し
て
部
隊
白
装
備
と
な
る
も
の
て
あ
る
か

b
、
完
成
兵
器
の
供
興
、
そ
の
使
用
貯
蔵
に
闘
す
る
米
園
の
意
志
は
、
日
本

側
に
明
確
に
公
表
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
防
衛
願
暗
闇
算
に
も
阿
世
醐
曹
を
お
よ
ぼ
す
と
い
う
こ
と
て
あ
る
。
例
え
ば
あ
る
部
隊
に
砲
が
何
門
供

輿
さ
れ
る
か
と
い
う
己
と
は
、
モ
の
部
隊
に
そ
な
え
ね
ば
な
ら
ぬ
ト
テ
ヅ
ク
そ
白
他
白
白
走
車
、
通
信
器
械
の
定
数
に
ま
で
影
響
ナ

る
。
前
者
が
不
確
定
で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
白
装
備
費
の
基
準
が
あ
い
ま
い
に
な
る
原
因
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の
黙
に
づ
い
て
質
例
を
若

防
衛
際
費
の
性
格
に
つ
い
て

第
七
十
王
巻

四
大
六

第
七
披

:JL 



防
荷
鴎
費
の
怯
椅
に
つ
い
て

干
あ
げ
よ
う
。

第
七
十
五
巻

O 

四
六
七

第
七
盟

二
九
年
度
の
陸
上
自
衛
隊
の
逼
年
維
持
費
(
経
常
費
)
は
次
む
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
の
物
件
費
て
事
る
が
、

人
編
成
整
備
品
総
額
三
四
四
億
固
(
米
岡
供
興
分
を
心
ぞ
く
)
に
封
す
る
更
新

人

件

費

特
別
退
官
退
職
手
常

糧

養

費

物

件

費

そ

の

他計

一
七
八
、

E
億
回

二
回
、
一

三
八
、
六

一
O
九
、
一

一
、
九

三
五

O
、ニ

(
防
衛
年
鑑
に
よ
る
)

高

費
約
四
五
億
闘
の
う
ち
の
一
二
億
園
が
含
ま
れ
て
い
る
の
ぞ
あ
る
が
、
あ
と
の

ご
四
億
園
は
米
園
よ
り
白
鼠
物
(
土

F

じ
で
草
輔
、
遁
信
機
器
及
び
施
設
機
械
V

の
供
興
を
受
け
る
己
と
を
期
待
し
て
い
る
の
て
あ
っ
て
甚
だ
不
確
定
な
要
素
と

云
わ
ね
ば
な
b
な
い
。
左
沿
二
九
年
度
ご
高
人
D
増
勢
に
要
す
る
初
度
費
は
次

の
よ
う
に
計
算
さ
れ
て
い
る
。
己
己
て
問
題
に
在
る
の
は
、
装
備
突
か
ぜ
ロ
と

た
つ

τ
H
る
己
と
で
あ
る
。
賢
際
は
必
要
た
額
と
し
て
一
四
四
億
固
を
計
算
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
己
れ
を
計
上
し
な
か
っ
た
理
由

そ施檀 傭 装

計

の設服品備

他費袈費費

O
億
国

一一

、， 
四
七

一一
一六

九

(
防
衛
年
鑑
に
よ
る
)

は
、
約
五
五
億
園
を
米
園
の
供
奥
に
期
待
し
、
残
り
の
八
九
億
国
主
従
来
の
袋

備
品
ス
ト
ッ

F
て
充
首
ナ
る
こ
と
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
治
施
設
費
に

つ
い
て
は
米
軍
施
設
の
利
用
(
千
歳
、
真
駒
内
等
白
米
軍
キ
キ
ン
プ
の
返
還
)

を
珠
定
し
て
塵
結
し
た
と
さ
れ
て
h
る
が
、
こ
れ
も
先
に
施
設
費
の
項
て
の
ベ

た
問
題
鮪
て
あ
る
。
ま
た
施
設
費
に
一
つ
い
て
は
前
述
の
米
軍
事
顧
問
園
の
権
限

か
ら
直
接
モ
れ
が
増
大
す
る
己
と
も
考
え
ら
れ
る
白
て
あ
る
。

こ
の
兵
器
の
供
奥
、
貸
奥
に
つ
い

τ考
え

b
れ
る
重
要
設
問
題
は
、
兵
器
は
畏
い
意
味
て
の
軍
の
装
備
心
中
て
軍
事
技
術
臼
準
歩
主

端
的
に
表
わ
し
、
そ
れ
を
推
進
す
る
性
質
白
も
白
て
あ
り
、
ま
た
軍
の
編
成
キ
作
骸
目
的
さ
え
も
決
定
し
て
行
く
性
質
の
も
の
で
あ
る



奮陸軍と自衛隊との火力比較表

奮 師 管 国 陣 伺 考

A、銃 21，500 10. o75 
1骨聞の護射開畳主首み

て分約管直隣強の射方弾約盟10倍よ
機銃年 471 591 

1 聞の 刀耳鼻

て百倍

無反動植 785 1分聞倍の費射弾量~ pみ

迫撃砲
て約5

野 E包 48 f官 弾 市B 72 大優勢口径では管匡障の方が

228頁)

が
、
そ
れ
が
米
闘
か
b
奥
え
ら
れ
て
加
る
と
?
っ
黙
に
あ
る
。
防
衛
臆
営
局
自
ら
が
田
橋

し
℃
い
る
よ
う
に
、
現
在
の
陸
上
自
衛
隊
は
、
火
力
、
機
動
力
の
黙
て
、
は
る
か
陀
奮
陸
軍

を
抜
い
て
い
る

U

例
え
ば
機
動
力
の
増
強
に
つ
い
て
云
え
ば
、
普
通
科
蓮
除
(
蓄
歩
兵
謹

第三表

(防措年鑑， 227 

隊
)
て
も
特
科
蓮
隊
(
奮
砲
兵
隊
〉
て
も
施
設
部
隊
(
奮
工
兵
隊
)
て
も
、
多
数
の
ジ
l

プ
、
ト
ラ
ッ

F
、
通
信
機
器
、
ブ
ル
ド
l
ず

l
等
を
有
し
て
い
る
。
第
ゴ
一
表
は
そ
れ
を

火
力
の
賄
て
比
較
し
た
も
り
で
あ
る
。
ま
た

M
S
A
協
定
に
よ
っ
て
引
渡
さ
れ
た
兵
器
類

を
、
か
つ
て
昭
和
十
一
一
、
=
一
年
頃
わ
が
園
ゼ
生
産
さ
れ
J
軍
隊
に
納
入
さ
れ
た
兵
器
類
と

比
較
す
る
と
、
前
者
は
数
量
に
お
い

τ多
く
、
性
能
に
お
い
て
高
度
で
あ
り
、
モ
白
積
類

も
多
様
で
あ
る
。
特
に
火
砲
、
無
線
機
、
ト
ラ
ッ
ク
、
ト

V
ラ
ー
に
沿
い
て
そ
う
で
あ

(
註
)

る。
勿
論
奮
軍
隊
よ
り
高
い
装
備
と
い
づ
て
も
、
米
軍
の
袋
傭
よ
り
み
れ
ば
は
る
か
に
劣
つ

て
い
る
で
あ
ろ
う
し
、
め
ま
ぐ
る
し
〈
準
む
現
代
の
軍
事
技
術
水
準
か
ら
み
て
は
る
か

K

お
く
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
米
軍
よ
り
は
る
か
に
劣
り
、
奮
軍
隊
よ
り
は
る
か

に
優
る
と
い
う
程
度
に
お
い
て
、
米
軍
の
徐
刑
兵
器
の
供
奥
に
よ
っ
て
拍
車
を
か
け
ら
れ

る
再
軍
備
や
軍
事
技
術
の
高
度
化
の
衝
動
は
、
防
衛
隠
珠
算
の
編
成
中
執
行
に
お
い
て
無

視
し
得
、
な
い
影
響
主
持
つ
で
あ
ろ
う
。
第
一

K
不
つ
り
合
い
に

f
い
た
く
な
米
式
装
備
は

そ
れ
に
封
臨
せ
ざ
る
を
得
た
い
防
衛
藤
珠
算
の
両
に
お
い
て
も
合
計
検
査
院
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
様
々
白
濫
費
を
生
み
出
す

防
市
鴎
費
の
性
格
に
ワ
い
て

第
七
十
五
巻

四
六
八

第
七
盟



防
掴
鳳
費
目
性
格
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

岡
大
丸

第
七
臨

原
因
に
在
る
で
あ
ろ
う
。
第
ご
に
兵
器
の
供
奥
乃
至
貸
奥
は
、
そ
の
数
量
、
種
類
、
償
額
に
沿
い
て
明
確
に
議
測
出
来
社
加
か
ら
、
モ

れ
に
開
謹
の
あ
る
資
材
器
材
の
購
入
に
お
い
て
無
計
差
と
混
乱
と
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
兵
器
の
棋
奥
と
い
う
形
式
て
外
か

b

興
え

b
れ
る
袋
備
白
高
度
化
の
衝
撃
は
、
こ
れ
を
充
分
内
部
に
吸
牧
し
、
消
化
す
る
ま
で
に
時
間
を
要
す
る
だ
ろ
う
。
云
い
か
え
れ
ば
、

需
品
の
稜
注
ま
て
に
、
試
作
晶
、
規
格
の
決
定
中
仕
様
書
の
作
成
や
原
債
計
貨
に
手
間
ど
り
、
つ
い
に
換
算
を
大
量
に
女
年
度
に
く
り
と

す
よ
う
な
不
経
済
を
生
み
出
す
で
あ
ろ
う
。

註
)
奮
陣
軍
に
供
給
さ
れ
た
兵
器
の
数
量
、
種
類
在
、
白
布
陣
に

M
S

A
協
定
で
貸
典
さ
れ
た
兵
器
の
そ
れ
と
比
較
し
て
与
る
と
扶
表
の

よ
う
で
あ
る
。
品
世
論
後
者
に
は
初
度
装
備
の
性
質
を
も
っ
た
も
の

が
多
い
の
で
阜
純
な
比
較
は
禁
物
で
あ
る

D

四

m

m

m

q

a

o

a
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銃

銃

闘機

有包

鞍草

航空機

無線描

自働
4.352 貨車年

m
m
凶

高射砲

4、

大

128.482 

8.394 

1

0

8

 

回

日

間
q
a
 

23 

8.843 

M;;A貸奥兵器
t昭和29.7.31現在〕

自働小銃}
小銃1
騎銃(
自倒小銃/

機闘銃

高射機闘砲1
高射砲j

ロケット護身f筒、
無反動内l
迫撃砲ト
棺弾砲|
芸他大砲ノ

職車

極飛行機

無 鵡 掛

トラック1
トレラ 年J 17，281 

勿
論
私
は
兵
器
が
外
園
か
ら
供
奥
さ
れ
る
代
り
に
、
自
閣
の
生

産
に
う
つ
さ
れ
る
左
ら
ば
、
己
の
種
の
麓
費
は
止
む
だ
ろ
う
と
い

う
よ
う
な
と
と
を
云
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
わ
が
園
の
兵
器
生

(防衛年鑑日昭和財政時)
四者，臨時軍事費に擦る / 

産
そ
の
も
の
の
従
属
性
と
無
計
毒
性
か

b
、
い
か
に
生
産
設
備
の

温
剰
が
愛
生
し
て
い
る
か
を
す
で
に
第
一
節
て
考
察
し
た
。
こ
れ

ほ
特
に
今
年
の
七
月
か
ら
一
ニ
ヶ
年
の
期
聞
を
か
け
て
行
わ
れ
る
。

ェ
ツ
ト
鞍
闘
機
の
「
園
産
」
に
つ
い
て
云
わ
れ
る
て
あ
ろ
ろ
。
勿

論
「
関
産
」
と
い
っ
て
も
主
と
し
て
組
立
の
工
躍
と
綿
費
用
の
四

割
を
負
婚
す
る
に
す
ぎ
在
い
が
、
将
来
己
の
航
空
機
生
産
に
つ
い

て
わ
が
図
が
負
は
ね
ば
左

b
ぬ
犠
牲
は
並
々
友

b
尚
も
の
が
あ
る

こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
航
翠
機
の
損
耗
は
は
げ
し
い
。
そ
の
維
持

費
と
更
新
費
に
相
賞
の
財
政
上
の
負
婚
を
魔
惜
し
た
け
れ
ば
な
ら



ぬ
。
そ
れ
ば
か
り
て
左
く
航
空
機
の
生
産
に
は
完
全
た
量
産
髄
制
を
ι
仁
ら
ね
ば
左
ら
ぬ
の
に
、
航
空
技
術
の
進
歩
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、

衣
々
に
新
し
い
機
種
の
生
産
に
準
ま
ね
ば
な
ら
ず
、
軍
事
上
の
生
産
計
重
も
頻
繁
に
獲
る
で
あ
ろ
う
。
す
ぞ
に
航
窓
機
の
牛
一
産
を
め
ぎ

し
て
和
賞
白
投
資
を
行
っ
た
曾
祉
が
、
「
防
衛
計
震
」
の
鑓
更
で
損
失
を
負
っ
た
例
が
あ
る
。
現
在
]
司
忽
ジ
ェ
ッ
ト
敵
闘
機
は
第
一
線

を
返
さ
、
米
園
は
司
H
C
E
中
、
同
邑
白
の
新
鋭
機
の
生
産
に
移
行
し
て
い
る
と
い
わ
れ
、
ま
た
か
つ
で

N
A
T
O
の
参
加
園
と
し

τイ
グ
リ

a-

7
が
同
窓
白
組
立
生
産
を
試
み
た
時
、
コ
ス
ト
高
を
招
き
犬
放
し
た
例
が
あ
る
と
い
わ
れ
℃
い
る
。
(
朝
日
新
聞
、
五
月
二
四
日
)
己
の

工
う
を
危
険
を
見
こ
し
て
、
而
も
航
室
機
生
産
K
突
込
ま
ね
ば
た

b
ぬ
理
由
は
、
す
で
に
航
昼
機
部
門
て
行
わ
れ
た
設
費
の
損
北
人
を
カ
・

パ
ー
す
る
と
と
も
一
つ
は
あ
ろ
う
。

E
の
よ
う
に
わ
が
闘
の
航
室
機
生
産
ゼ
比
一
つ
の
危
険
か
ら
新
在
危
険
へ
つ
っ
こ
み
、

養
の
損
失
を
新
な
投
棄
の
損
失
て
倍
加
す
る
傾
向
を
生
じ
、
モ
の
た
め
に
ま
す
ま
す
新
友
財
政
負
婚
を
増
大
す
る
危
険
が
強
想
き
れ
る
。

し
か
も
そ
白
突
進
す
る
先
が
、
製
遺
擢
や
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
の
一
供
興
、
組
立
治
具
宇
部
品
在
ど
の
貸
奥
を
遁
じ
て
、
米
闘
の
航
空
機
産
業

一
つ
の
投

の
下
請
業
と
し
て
っ
た
が
れ
た
部
門
イ
あ
り
、
来
園
て
は
す
て
忙
時
代
お
く
れ

rな
っ
た
航
空
機
の
生
産
設
備
と
投
賓
の
リ
ス
グ
を
栂

嫁
さ
れ
る
先
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
い
よ
い
よ
み
じ
め
ゼ
あ
る
。
同
様
の
こ
と
は
基
本
的
に
と
れ
か
ら
は
じ
ま
ろ
う
と
す
る
わ
が
閣
の
原

子
力
工
業
に
つ
い
て
も
云
え
る
ぞ
あ
ろ
う
。

防
衛
醸
費
の
み
左
ら
ず
、
ひ
ろ
〈
防
衛
産
業
へ
の
出
資
投
資
を
ふ
く
め
て
の
防
衛
費
の
従
属
性
と
殻
費
性
は
、
わ
が
園
の
防
衛
産
業
、

い
左
園
民
経
済
そ
の
も
の
白
従
属
性
に
根
ざ
し
て
い
る
こ
と
を
、
己
と
て
も
指
摘
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

一
一
一
、
防
衛
廃
費
と
防
衛
分
携
金

防
衛
隠
費
の
濫
費
h
f

不
営
経
理
は
、
基
本
的
に
は
前
節
て
の
ベ
た
よ
う
友
そ
D
従
属
性
か
ら
出
て
く
る
と
し
て
も
、
己
れ
に
は
比
較

防
宿
廓
費
目
性
格
に
つ
い
て

第
七
十
王
巻

四
七

O

第
七
盟



防
市
鹿
賓
の
性
格
に
つ
い
て

的
気
づ
か
れ
て
い
な
い
他
D
側
面
が
あ
る
。
モ
れ
は
合
計
検
査
院
の
報
告
に
も
そ
の
-
端
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
り
で
あ
る
が
、
園
民
白

意
思
と
無
閥
係
に
進
め
ら
れ
て
行
く
再
軍
備
に
封
す
る
園
民
の
意
識
的
乃
至
無
意
識
的
抵
抗
の
結
果
、
定
員
、
施
設
と
も
に
充
質
せ
ず
、

物
品
購
入
が
過
大
に
な
り
、
肢
行
的
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
場
合
て
あ
る
。
例
え
ば
二
十
七
年
度
の
報
告
に
お
け
る
「
物
品
購
入
計
重

第
七
十
五
巻

四
七

第
七
蹴

四

が
こ
れ
を
現
賢
に
使
用
す
る
部
隊
の
人
員
、
施
設
、
機
械
等
の
整
備
の
質
肢
と
遊
離
し
て
寅
施
に
移
さ
れ
た
」
と
い
う
場
合
に
、
そ
白

主
う
た
事
買
を
推
測
さ
せ
る
例
が
あ
げ
ら
れ
て
h
る
。
保
安
廓
第
一
一
帯
て
昭
和
二
七
年
八
月
高
島
株
式
舎
祉
か

b
野
戦
病
院
用
と
し
て

折
最
寝
室
b
、
一
ニ
八
八
蔓
を
一
八
、
九
八
七

J
六
O
固
で
購
入
し
て
い
る
が
、
本
首
の
所
要
政
は
隊
員
七
豆
、

0
0
0人
を
基
本
と
し
た

二
、
八
八
八
墓
で
あ
っ
た
は
づ
ゼ
あ
る
。
そ
の
後
三
五
、

0
0
0人
の
増
加
が
あ
っ
骨
が
、
そ
の
所
要
数
を
加
え
て
も
=
一
、
四

O
八
基
で

あ
り
、
三
、
九
八

O
墓
は
過
剰
嬉
入
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
例
て
あ
る
。
己
の
よ
う
壮
大
き
た
過
剰
購
入
に
左
っ
て
み
る
と
、
一
椴
保

安
勝
て
は
嘗
時
ど
の
よ
う
た
定
員
数
主
教
想
し
て
い
た
か
と
い
う
己
と
も
問
題
に
な
ろ
う
。

七
、
コ
一
八
八
墓
か
ら
逆
算
し
て
み
れ
ば
一

九
高
人
て
あ
っ
て
、
複
備
肇
数
士
ひ
い
て
も
、

一
四
、
主
高
白
定
員
を
橡
想
し
て
い
た
己
と
に
た
る
。
質
際
は
七
五
、

0
0
0人
か
ら

一
一
高
人
へ
の
増
員
だ
っ
た
の
ゼ
あ
る
。
こ
の
よ
う
た
事
買
は
他
陀
も
あ
る
が
、
二
八
年
度
の
検
査
報
告
へ
移
ろ
う
。
第
一
節
て
も
指

摘
し
た
、
針
室
信
蹴
用
の
針
空
布
板
白
過
剰
購
入
ぜ
あ
る
。

十
一
高
名
編
成
に
お
け
る
定
数
は
四
、
七
八
七
枚
て
あ
る
の
に
、
一
一
七
年

七
五
、

0
0
0名
編
成
蛍
時
か

b
定
数
主
超
過
し
て
購
入
し
て
い
た
。
或
は
遁

度

K
す
で
に
そ
む
大
部
分
を
購
入
し
た
だ
け
で
た
く
、

信
構
成
大
隊
は
一
一
個
中
隊
編
成
て
あ
る
の
に
も
一
一
一
個
中
隊
編
成
と
し
て
、
有
総
作
業
車
を
購
入
し

τい
た
と
い
う
諸
例
た
ど
は
、
買
際
よ

り
も
多
hv
定
員
や
部
隊
編
成
、
そ
れ
に
よ
っ
て
寅
施
さ
れ
る
何
b
か
D
作
戦
を
す
で
に
抽
出
想
し
て
物
資
の
購
入
計
室
が
た
て

b
れ
、
質

行
に
う
ワ
さ
れ
て
い
る
白
で
は
な
か
ろ
う
か
と
古
え
考
え
ら
れ
る
の
ぞ
あ
る
。
施
設
、
特
に
敷
地
に
つ
凶
て
は
も
っ
と
問
題
は
は
っ
さ

り
す
る
。
米
軍
基
地
に
射
す
る
園
民
心
反
射
は
周
知
白
事
責
で
あ
る
一
が
、
さ
き
に
誰
ベ
た
自
衛
隊
と
り
施
設
共
用
の
観
賄
か

b
み
れ
ば
、



米
日
双
方
白
用
地
を
直
別
ナ
る
必
要
も
な
く
、
ま
た
防
衛
憾
の
用
地
(
兵
舎
、
演
習
場
、
病
院
等
々
)
の
購
入
そ
の
も
の
に
つ
い
て
も
、

反
射
が
あ
っ
て
計
壷
逼
り
進
士
左
い
例
が
あ
る
。
こ
れ
は
現
に
二
十
八
年
度
の
検
査
報
告
が
、
防
衛
臨
時
蹴
算
の
繰
越
額
白
多
い
(
二
五

七
億
困
)
こ
と
白
一
理
由
と
し
て
つ
施
設
開
係
に
ゐ
い
て
土
地
白
選
定
入
手
'
に
珠
想
外
白
日
時
主
要
し
た
こ
と
」
と
述
べ
て
い
る

事
寅
か

b
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
合
計
検
査
院
は
も
と
よ
P
防
衛
聴
や
自
衛
隊
全
前
提
と
し
て
、
そ
こ
の
経
費
が
有
殺
に
使
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
問
題
に
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
珠
算
が
「
数
率
的
」
に
使
わ
れ
た
か
、
「
不
営
」
に
使
わ
れ
た
か
は
も
と
も
と
経
理
上
の
問
題
て
あ
る
が
、
園
民

む
立
場
か
ら
み
れ
ば
E
れ
だ
け
む
問
題
て
は
友
い
。
質
質
的
に
軍
事
費
て
あ
る
も
の
が
甚
だ
「
妓
率
的
」
陀
「
委
営
」
に
使
わ
れ
て
い

る
と
し
℃
も
、
も
と
も
と
憲
法
と
根
本
的
に
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
志
再
軍
備
に
反
劃
す
る
園
民
の
立
場
か
ら
み
る
た
b
ば
問
題
は
た
く

振
っ
た
わ
け
で
は
恋
い
。
己
己
ゼ
合
計
検
査
院
的
た
視
角
の
み
か
ら
防
衛
藤
費
心
分
析
を
す
る
こ
と
白
限
界
は
明
か
に
た
る
で
あ
ろ
う
。

防
衛
際
費
の
性
格
は
、
合
計
検
査
院
白
い
わ
ゆ
る
「
不
営
経
理
」
の
見
地
、
つ
ま
り
政
府
機
関
相
互
白
謝
立
の
立
場
か
ら
で
は
な
く
て
、

基
本
的
た
針
立
闘
係
に
あ
る
園
民
の
立
場
か
ら
、
は
じ
め
て
明
か
に
す
る
己
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
軍
事
費
が
園
民
生
活
を
犀
迫
す
る
事
質
は
、
こ
れ
ま
で
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
来
た
が
、
三
十
年
度
抽
出
算
ほ
ど
こ
の
関
係
を
明

瞭
に
示
し
て
い
る
も
の
は
た
い
し
、
今
後
ま
す
ま
す
己
の
関
係
は
明
か
に
在
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
最
大
の
公
約
ゼ
あ
っ
た
住
宅
劃

策
さ
え
、
そ
れ
に
必
要
も
仏
教
算
は
名
目
的
に
は
ム
え
て
い
与
が
、
公
皆
佐
宅
の
盟
債
は
切
下
げ
ら
れ
、
一
戸
営
り
資
質
六
坪
牟
と
い
う

狭
小
佐
宅
が
輿
え
ら
れ
る
こ
と
と
た
b
、
公
庫
D
融
資
は
却
っ
て
き
ゅ
う
〈
つ
に
た
っ
て
い
る
。
こ
白
他
名
目
的
に
は
ふ
え
て
い
て
も

園
民
の
要
求
(
失
業
者
困
窮
者
白
培
、
一
位
台
保
障
の
必
要
)
か
ら
み
れ
ば
賢
質
的
に
減
っ
て
い
る
も
白
に
、
失
業
樹
策
費
、
社
合
保
険

費
が
あ
り
、
生
活
保
護
費
、
結
核
謝
策
費
、
文
教
施
設
費
、
治
山
治
水
事
業
費
、
災
害
復
奮
費
、
食
樋
培
農
針
策
費
等
は
名
目
的
に
も
、

防
晴
臨
費
の
性
格
に
つ
い
て

第
七
十
五
巻

四
七

第
七
蹴

五



防
措
廓
賓
の
性
椅
に
つ
い
で

第
七
十
五
巻

四
七

第
七
時
担

六

賢
質
的
に
も
減
っ
て
い
る
。
す
べ
て
こ
れ
ら
の
園
民
生
活
に
必
要
な
経
費
は
、
大
部
分
地
方
公
共
圏
燈
へ
り
補
助
金
と
在
っ
て
治
り
て

行
く
も
白
ぞ
あ
る
が
、
そ
れ
が
宜
質
的
に
減
っ
て
い
る
こ
と
と
、
他
方
地
方
交
付
税
の
交
付
が
充
分
て
な
い
た
め
に
、
今
年
は
政
府
の

地
方
財
政
計
萱
の
上
ぜ
も
、
地
方
公
共
圏
閣
の
赤
字
は
一
四

O
億
固
に
も
な
る
と
い
う
前
例
の
な
い
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
園
民
に
射
し
て
者
わ
め
て
無
責
任
た
漁
算
は
、
す
べ
て
米
園
に
劃
し
て
全
責
任
を
も
っ
て
防
衛
力
白
増
強
を
計
る
と
い
う
換
算
編
成

か
ら
出

τ来
た
も

ω
ぜ
あ
る
と
い
う
闘
係
が
、
二
一
十
年
度
て
は
き
わ
め
て
明
瞭
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
の
ゼ
あ
る
。
己
の
=
一
十
年
度
致
算

案
に
お
け
る
園
民
生
活
と
防
衛
費
と
の
謝
立
関
係
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
新
問
中
雑
誌
の
論
説
て
、

L
ば
L
ば
と
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
己
と
ゼ
あ
り
、
い
主
己
の
貼
に
つ
い
て
立
入
る
必
要
は
左
い
と
思
う
。
た
だ
今
年
の
預
算
編
成
の
過
程
に
治
け
る
具
憶
的
な
事
賓
の

準
行
白
中
ぞ
、
長
本
的
左
劃
立
か
ら
様
々
の
祇
生
的
な
封
立
が
生
じ
て
来
た
が
、
事
件
の
経
過
に
目
を
う
ば
わ
れ
て
い
る
と
探
生
的
た

封
立
が
基
本
的
た
針
立
て
あ
一
る
か
の
工
う
に
恩
わ
れ
、
従
っ
て
ま
た
そ
の
上
う
た
混
範
の
中
て
防
衛
臆
費
の
性
格
さ
え
も
あ
い
ま
い
に

た
っ
て
行
く
己
と
が
あ
っ
た
。
モ
己
ゼ
己
己
て
は
、
珠
算
編
成
過
程
の
具
糧
的
宏
事
賓
の
中
て
防
衛
隠
費
の
性
格
を
明
か
に
し
て
み
る

こ
と
が
必
要
て
あ
る
。

い
う
ま
ず
も
友
く
今
年
の
換
算
編
成
過
程
ゆ
中
て
出
て
来
た
大
問
題
は
、
品
跡
剰
小
姿
白
代
金
支
捕
と
、
防
衛
分
播
金
削
減
の
問
題
て

あ
っ
た
。
後
者
は
と
り
わ
け
、
そ
れ
が
さ
ま
ら
左
く

τは
改
算
編
成
が
出
来
な
い
と
い
う
事
態
に
ま
で
政
府
を
お
い
つ
め
た
の
で
、
人

え
は
あ
ら
た
め
て
政
府
の
封
米
従
属
の
欣
態
を
認
識
し
、
さ
ら
に
珠
算
の
会
問
題
が
防
衛
分
捲
金
に
集
約
さ
れ
た
か
の
よ
う
左
印
象
を

も
っ
た
。
こ
こ
か
ら
あ
だ
か
も
基
本
的
注
射
立
が
、
防
衛
合
指
金
と
園
民
生
活
と
の
そ
れ
で
あ
り
、
日
本
政
府
は
園
民
生
活
を
擁
護
ナ

る
立
場
に
作
っ
て
防
衛
分
権
金
の
削
減
主
要
求
し
て
い
る
よ
う
た
印
象
が
生
れ
た
。
次
に
「
濁
立
闘
の
再
軍
備
」
を
考
え

τい
る
人
々

に
は
、
基
本
的
左
掛
布
は
防
衛
分
捨
金
と
防
衛
臆
費
と
の
酎
立
、
鳩
山
内
閣
と
米
園
政
府
或
は
軍
部
と
の
針
立
て
あ
る
か
の
よ
う
左
印



象
主
奥
え
た
o

私
蓮
は
ま
づ
事
資
の
経
過
を
通
じ
て
明
か
に
さ
れ
た
米
園
政
府
あ
る
い
は
軍
部
の
立
場
と
鳩
山
内
閣
、
及
び
そ
の
背
景

に
あ
る
再
軍
備
勢
力
と
の
立
場
と
に
つ
い
て
謹
べ
て
み
よ
う
。

第
一
に
米
閣
政
府
及
び
軍
部
の
立
場
に
つ

hτ
、

一
方
て
米
園
資
本
に
有
利
た
よ
う
に
F
ル
支
白
金
節
約
し
、
他
方
て
な
る
べ
く
日

本
園
民
の
負
矯
に
お
い
て
念
法
度
に
再
軍
備
を
お
し
進
め
よ
う
と
す
る
態
度
が
、
抽
出
算
編
成
時
に
お
け
る
米
政
府
の
政
策
ゃ
、
ま
た
そ

の
期
聞
に
日
本
を
訪
れ
た
米
政
府
の
高
官
、
軍
部
代
表
者
の
言
明
の
中
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
の
て
あ
白
。
す
で
に
米
政
府
は
M
S
A

援
助
の
一
部
と
し

τ徐
剰
小
委
を
す

b
有
数
に
利
用
し
て
い
る
し
、
し
か
も
そ
の
国
代
金
の
多
く
は
日
本
の
期
待
に
反
し
て
貸
付

ω形

態
を
と

p
、
他
心
部
分
は
従
来
の
特
需
に
代
っ
て
域
外
買
付
に
営
て

b
れ
る
己
と
と
た
っ
た
。
し
か
し
従
来
て
も
飴
剰
農
産
物
の
国
代

金
は
封
日
ド
ル
特
需
に
ま
わ
さ
た
い
と
い
う
事
前
了
解
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

b
ず
、
米
図

ω
F
ル
特
需
設
算
が
な
く
た
っ
た
と
い
う

理
由
て
、
す
て
に
昨
年
米
図
政
府
所
有
印
国
貨
(
録
剰
農
産
物
代
金
〉

一
四
四
億
閣
は
次
々
に
特
需
代
金
に
あ
て

b
れ
、
そ
れ
だ
け
わ

(
朝
日
、
六
月
六
日
)
ま
た
さ
き
頃
来
日
し
た
米
園
防
，
次
官
補
代
理
ア
ず
ィ
Y
グ
・
ロ
ス
氏

が
圏
の
ド
ル
牧
入

ω減
少
を
き
た
し
た
。

は
「
六
月
末
ま
で
白
濁
日
特
需
一
子
高
ド
ル
」
を
言
明
し
て
、
わ
が
兵
器
産
業
界
を
恐
慌
に
お
と
し
入
れ
た
が
、
さ
ら
に
特
需
を
二
千

高
ド
ル
程
度
増
額
す
る
傑
件
と
し
て
、
従
来
特
需
に
よ
っ
て
蹟
大
古
れ
だ
兵
器
産
業
に
謝
し
て
、
日
本
政
府
白
財
政
負
捲
に
よ
る
設
備

買
上
げ
、
維
持
管
理
費
白
融
資
、
生
産
相
押
換
資
金
白
供
給
、
防
衛
鹿
護
注
の
増
加
な
ど
の
措
置
を
と
り
、
兵
器
産
業
白
生
産
能
力
士
破

壊
す
る
こ
と
を
避
け
、

「
有
事
副
慮
」
白
髄
勢
一
宮
温
容
す
る
己
と
を
主
張
し
た
と
倖
え
ら
れ
る
。
士
た
米
封
外
活
動
本
部
長
官
ス
グ
ッ

セ
ン
氏
も
米
岡
防
次
官
補
九

y
ゼ
ル
氏
も
、
日
本
白
軍
事
費
が
園
民
所
得
の
わ
ず
か
二
e

五
必
て
あ
る
と
い
う
事
寅
を
指
摘
し
、
特
に

後
者
は
日
本
む
よ
う
な
工
業
閣
は
少
く
と
も
=
一

t
四

%
D比
率
を
維
持
ナ
ベ
き
こ
と
、
自
力
て
軍
需
産
業
を
持
つ
，
へ
き
己
と
、
特
に
今

後
室
軍
力
の
芳
寅
に
重
時
間
を
b
く
べ
き
己
と
を
一
=
同
期
し
た
。
(
日
本
摺
静
新
聞
、
三
月
三
六
日
)
以
上
白
よ
う
な
事
責
か
ら
、
さ
を
に
の
ベ

防
衛
陪
賓
の
怯
掛
に
つ
い
て

第
七
十
六
巻

四
七
四

第

強

七



防
衛
臨
費
の
性
格
に
づ
い
て

第
七
十
六
巻

四
七
五

第

挽

i¥. 

た
米
園
政
府
の
最
近
の
謝
日
政
策
の
意
園
が
う
か
が
わ
れ
よ
う
。
い
う
ま
て
も
た
く
日
本
の
財
政
負
婚
に
沿
い
て
自
衛
隊
の
増
強
が
進

め
b
れ
て
も
、
米
園
政
府
は
己
れ
を
治
そ
ら
く
「
樹
立
園
の
軍
隊
」
と
考
え

τ
い
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
前
簡
に
明
か
に
さ
れ
た
防

衛
臨
費
の
性
格
白
一
端
を
み

τも
推
測
己
れ
る
て
あ
ろ
う
。

次
に
鳩
山
内
閣
及
び
そ
れ
を
支
持
す
る
再
軍
備
勢
力
の
意
固
は
ど
う
で
あ
与
う
か
。
彼
等
が
日
本
の
再
軍
憶
、
自
衛
隊
の
増
強
に
、

間
四
在
白
日
本
白
政
治
的
経
済
的
危
機
の
突
破
口
を
見
い
出
し
℃

h
b
己
と
は
明
か
で
あ
ろ
う
。
モ
し
て
モ
の
よ
う
な
意
圃
は
む
し
ろ
吉

田
内
閣
の
下
に
治
け
る
よ
り
も
一
唐
積
極
的
且
つ
明
瞭
に
な
っ
て
来
た
と
さ
え
云
え
る
だ
ろ
う
。
例
え
ば
鳩
山
氏
自
身
が
し
ば
し
ば
憲

法
改
正
中
徴
兵
制
の
意
圃
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
、
大
村
防
衛
隠
長
官
が
憲
法
解
緯
の
ヲ
タ
を
披
大
す
る
こ
と
を
主
張
し
、

は
戦
力
に
達
し
て
も
か
ま
わ
な
の
に
(
朝
日
、
一
一
一
月
九
日
)
と
言
明
し
た
己
と
、
防
衛
六
ヶ
年
計
霊
が
強
表
さ
れ
た
己
と
、
鳩
山
氏
が
組

閤
構
想
の
中
て
防
衛
廓
長
官
に
奮
軍
人
野
村
吉
三
郎
氏
を
起
崩
し
よ
う
と
し
た
己
と
等
々
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
終
っ
て
再
軍
備
や
自

衛
隊
白
増
強
の
問
題
に
お
い
て
は
、
さ
き
に
の
ベ
た
米
園
政
府
の
立
場
と
鳩
山
内
聞
と
り
立
場
の
聞
に
は
、
基
本
的
た
封
立
は
も
仏
い
は

づ
て
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
鳩
山
内
閣
は
そ
れ
に
先
立
つ
官
同
内
閣
と
同
様
に
、
日
本
の
再
軍
備
と
自
衛
隊
の
増
強
士
、
日
本

の
資
本
に
最
も
有
利
左
よ
う
に
、
即
ち
一
方
て
は
米
園
田
特
需
キ
援
助
を
期
待
し
つ
つ
、
他
方
て
は
一
な
る
べ
く
米
閣
に
制
約
さ
れ
た
い
て

自
由
に
金
主
再
軍
備
の
方
向
へ
使
え
る
形
て
、
お
し
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
従
っ
て
営
初
M
A
S
援
助
を
F
ル
援
幼
キ
特
需
の
形

て
期
待
し
、
そ
れ
が
外
れ
儀
剰
小
委
の
形
て
く
れ
ば
、
そ
の
国
代
金
の
三
介
の
ご
檎
奥
、
三
分
の
一
長
期
借
款
で
そ
の
金
額
の
使
用
権

「
自
衛
力

を
日
本
側
が
に
ぎ
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
ま
た
防
衛
八
回
一
携
金
も
、
そ
れ
が
日
本
岡
氏
の
税
金
て
あ
り
左
が
ら
、
米
国
の
合
同
勘
定
に
入

り
、
米
軍
に
よ
ワ
て
使
用
さ
れ
る
と
い
う
黙
て
、
そ
れ
の
削
減
方
を
要
求
し
て
い
た
白
で
あ
っ
た
。
勿
論
こ
れ
ら
の
期
待
キ
要
求
は
己

と
ご
と
に
外
れ
、
米
園
に
有
利
左
よ
う
に
、
日
本
に
不
利
た
よ
う
に
、
即
ち
日
本
の
負
婚
と
従
属
と
が
増
大
す
る
よ
う
に
、
日
本
の
再



軍
備
は
進
め
ら
れ
て
い
る
。
封
立
と
い
円
え
ぽ
乙
の
一
鮪
て
あ
る
o

印
ち
再
軍
備
や
自
衛
隊
檎
碩
と
い
う
基
本
的
な
鮪
て
は
封
立
せ
ず
、

そ
の
方
法
忙
お
け
る
針
立
て
あ
る
。
だ
か
ら
本
年
度
白
分
防
衛
権
金
を
め
ぐ
る
日
米
の
交
捗
も
、
防
衛
分
捲
金
の
削
減
に
つ
い
て
の
交

渉
と
い
う
上
り
、
む
し
ろ
再
軍
備
の
方
法
、
つ
ま
り
い
か
に
じ
て
防
衛
臆
費
を
増
額
す
る
か
に
つ
い
て
の
交
渉
て
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

結
果
上
り
み
て
、
そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
主
り
も
、
む
し
ろ
南
者
の
立
場
の
性
格
上
モ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
か

b
こ
の
交
渉
の

結
果
に
治
い
て
も
防
衛
臆
費
を
質
質
的
に
増
額
古
せ
る
基
礎
を
つ
く
っ
た
の
で
あ
っ
た
、

勿
論
こ
と
て
は
さ
暑
に
述
べ
た
園
民
生
活
と
再
軍
備
と
の
基
本
的
た
樹
立
関
係
よ

P
み
て
、
日
米
の
再
軍
備
勢
力
と
の
間
の
艶
立
賄

上
り
も
一
致
離
を
明
確
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
他
方
私
達
は
園
民
の
要
求
が
強
ま
白
、
基
本
的
左
樹
立
が
激
化
す
れ
ば
、
ま
た
従
っ
て

日
米
政
府
間
の
謝
立
も
探
ま
る
と
い
う
関
係
は
今
年
度
の
致
算
編
成
過
程
に
お
い
で
は
っ
き
り
認
め
ら
れ
た
己
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば

た
b
左
い
。
い
や
む
し
ろ
、
自
衛
隊
増
強
と
い
号
賄
て
一
致
し
て
い
る
な
ら
ば
、
防
衛
分
櫓
金
の
削
減
問
題
だ
け
で
さ
し

τ謝
主
す
る

は
づ
の
な
い
雨
者
が
、
相
営
こ
の
問
題
て
樹
立
し
、

の
は
鳩
山
内
閣
が
他
面
ぞ
園
民
の
要
求
、
即
ち
公
約
を
と
り
あ
げ
ざ
る
を
件
な
い
工
う
左
主
場
に
な
り
、
そ
れ
を
防
衛
闘
係
費
の
綱
ワ

一
時
は
内
閣
の
運
命
を
か
け
る
よ
う
な
瀬
戸
ぎ
わ
ま
で
来
た
か
の
よ
う
に
み
え
た

F
を
墜
縮
す
る
己
と
に
よ
り
、
特
に
防
衛
分
権
金
を
酬
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
み
た
そ
う
と
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
己
の
場
合
て
も
鳩

山
内
閣
は
防
衛
臆
費
を
前
年
度
よ
り
も
増
額
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
て
、
い
か
に
も
基
本
的
な
樹
立
は
防
衛
藤
費
と
防
衛
分
捨
金
と
の

野
立
、
或
は
園
民
心
要
求
と
防
衛
分
捨
金
と
白
封
立
て
あ
る
か
の
よ
う
に
同
争
え
た
り
で
あ
っ
た
。
し
か
し
買
は
こ
の
よ
う
な
樹
立
の
裏
面

ず
、
日
米
の
再
軍
備
勢
力
が
防
衛
臆
費
士
一
そ
う
念
速
に
増
大
さ
せ
る
た
め
に
緊
密
に
協
力
し
た
と
い
う
こ
と
、
そ
の
た
め
に
防
衛
臆

費
と
密
接
在
関
係
に
あ
る
防
衛
分
権
金
の
削
減
に
ゐ
い
て
は
一
時
的
に
妥
協
し
た
と
い
う
己
と
を
見
落
し
て
は
た
ら
た
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
た
事
質
の
経
過
の
基
本
的
な
す
ぢ
み
ち
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
に
、
防
衛
支
出
金
(
防
衛
分
携
金
+
米
軍
施
設
提
供
費
+

防
措
鹿
費
の
性
特
に
つ
い
で

第
七
十
六
倍

四
七
六

算

措

九



防
荷
風
費
目
性
格
に
ワ
い
て

事四表防衛支出金主防措瞬費との閥聯(阜位億園)

|望出雲liU

諸島|防吋T254ZF
28午度強算 620 613 

29年度理事宇

政府l反容 (559) (60) (只13) (2印1)

首相理錯 584 86 788 175 

賀行理算 " 743 130 1327 

80年度主密主主

首相政府案 (400) (180) (800) (57) (1200) 

防衛闘要求額 (95") ("00) 

(防衛六ヶ年計責〕

80年度換算案 459 125 868 125 1327 

第
七
十
六
巻

主将

鵠

O 

四
七
七

米
軍
事
顧
問
圏
費
)
と
防
衛
腐
費
と
の
関
連
を
示
す
「
第
四
表
」
を
掲
げ
よ
う
。

「
第
四
会
」
の
ご
九
年
度
数
算
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
政
府
原
案
て
も
、
米
園
の

要
求
を
と
り
入
れ
た
蛍
初
譲
算
ぞ
も
、
防
衛
支
出
金
の
削
減
額
以
上
に
防
衛
隠

費
が
増
加
し
て
い
る
が
防
衛
臆
費
を
念
濯
に
増
大
さ
せ
る
と
い
う
と
と
は
、
円

米
再
軍
勢
力
の
一
致
し
た
基
本
的
要
求
で
あ
り
、
た
だ
米
園
は
こ
れ
に
拍
車
主

か
け
る
手
段
と
し
て
防
衛
凡
打
捨
金
削
減
を
つ
か
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
と
は

明
ら
か
で
あ
る
。
と
れ
は
今
年
の

7
p
ソ
ン
・
メ
モ
に
あ
ら
わ
れ
た
「
防
衛
臆

費
白
基
本
額
九

O
O億
国
を
と
え
た
額
白
半
分
だ
け
防
衛
分
婚
金
の
削
減
に
同

意
す
る
」
と
?
っ
米
園
白
態
度
と
一
致
し
て
い
る
。
従
っ
て
二
九
年
度
由
貿
行

時
国
算
に
拾
い
て
防
衛
臆
費
が
倒
滅
さ
れ
た
こ
と
は
、
米
園
政
府
中
軍
部
に
と
っ

て
遺
憾
な
こ
と
ゼ
あ
っ
た
に
遣
い
左
い
。
こ
れ
は
木
年
三
月
へ

Y
J
ゼ
ル
米
岡
防

次
官
補
が
、
日
本
白
綿
選
事
に
み
羽
け
る
再
軍
備
反
封
勢
力
回
進
出
に
封
し
て
、

再
軍
備
停
滞
の
欣
態
に
失
望
白
意
を
表
明
し
、
さ
ら
に
つ
け
加
え

τ
「
昨
年
米

園
が
日
本
側
白
防
衛
分
捨
金
削
減
陀
同
意
し
た
あ
と
で
、
日
木
政
府
が
防
衛
鴎

費
削
減
の
措
置
を
と
っ
た
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
っ
た
」

(
朝
日
、
三
月
七
日
)

と
述
べ
た
こ
と
か
ら
明
か
で
あ
る
。

従
つ

τこ
ζ

に
ま
た
三
十
年
度
以
降
に
お
い
て
防
衛
臆
費
全
増
加
さ
せ
る
保



置
を
獲
得
す
る
た
め
に
日
米
再
軍
備
勢
力
が
緊
密
に
連
絡
を
と
っ
た
理
由
が
あ
る
。
さ
き
に
の
ベ
た
へ

Y
ゼ
ル
氏
の
言
葉
の
中
て
「
憲

法
改
正
は
常
分
不
可
能
に
た
っ
た
が
、
こ
の
障
害
を
意
と
せ
ず
、
女
年
度
に
自
衛
隊
三
高
豆
干
名
を
増
員
す
る
」
と
い
う
大
村
防
衛
藤

長
官
の
言
明
が
支
持
さ
れ
℃
島
旬
、
間
も
な
く
同
長
官
は
「
現
行
憲
法
の
ワ
タ
の
中
て
自
衛
力
士
職
力
に
ま
で
高
め
る
と
と
が
出
来

る
」
と
接
言
し
た
の
で
あ
っ
た
。
己
の
増
員
を
質
現
し
た
後
の
防
備
臨
時
胤
算
は
約
九

O
O億
と
た
る
は
づ
て
あ
り
、
こ
れ
は
防
衛
六
ク

年
計
霊
の
初
年
度
白
額
(
九
五
二
億
国
)
て
も
あ
り
、
防
衛
藤
の
三
十
年
度
強
算
に
劃
す
る
要
求
額
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
と
の
防
衛

六
ヶ
年
計
聾
は
わ
が
兵
器
産
業
界
て
も
、
「
政
府
の
自
衛
政
策
が
明
か
に
な
り
、
防
街
生
産
の
軌
道
が
し
か
れ
た
」
と
好
感
主
か
め
し

た
も
の
ゼ
あ
り
、
経
圏
謹
防
衛
生
産
委
員
舎
で
は
己
れ
に
塞
い
て
早
念
に
防
衛
生
産
計
室
主
練
直
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ

の
計
重
の
初
年
度
九

O
O億
の
額
は
、

7
p
y
y
・
メ
モ
の
中
て
「
防
衛
臆
費
の
基
本
額
(
ベ
ー
シ
ッ
ク
・

7
ィ
ガ

l
)
」
と
し
て
と
り

あ
げ
b
れ
た
も
白
で
あ
っ
た
。

勿
論
「
第
四
表
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
吉
一

0
年
度
預
算
案
の
防
衛
際
費
は
モ
の
遁
り
に
な
っ
て
い
な
い
。
珠
算
案
は
も
と
よ
り
妥

協
の
産
物
て
あ
る
。
し
か
し
妥
協
と
い
っ
て
も
、
再
軍
備
勢
力
の
示
し
た
妥
協
は
た
だ
防
衛
関
係
費
の
楓
ワ
グ
が
昨
年
度
の
て
一
コ
一
一

七
億
固
並
と
い
う
一
黙
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
米
園
に
提
示
す
る
前
白
政
府
案
と
三
十
年
度
設
算
案
と
の
聞
に
は
何
等
の
共
通
貼

も
な
く
、
質
的
に
も
杢
〈
具
っ
た
も
の
に
な
っ

τい
る
の
で
あ
る
。
営
初
の
政
府
案
て
は
、
防
衛
揺
費
が
い
わ
ゆ
る
基
本
額
に
た
り
た

い
だ
け
で
左
く
、
そ
の
前
年
度
と
く
ら
べ
て
の
増
加
額
よ
り
も
防
衛
支
出
金
の
削
減
額
白
方
が
は
る
か
に
多
く
な
っ
て
い
る
υ

こ
れ
は

鳩
山
内
閣
が
園
局
へ
の
公
約
を
防
衛
分
権
金
の
削
減
額
の
中
か

b
捻
出
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
と
ヲ
た
か

b
て
あ
る
。
し
か
し
換
算
案

て
は
防
衛
支
出
金
の
削
減
額
だ
け
防
衛
隠
費
白
増
加
と
な
っ
て
、
改
め
て
爾
者
の
合
計
た
る
防
衛
閥
係
費
は
閤
民
の
要
求
な
ど
に
全
く

無
関
係
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
の
で
あ
る
υ

更
に
防
衛
分
踏
金
に
闘
す
る
日
米
交
渉
の
結
論
亡
あ
る
「
日
米
共
同
聾
明
」
て
は
、

防
荷
鹿
山
引
の
性
摘
に
つ
い
て

第
七
十
六
巷

四
七
八

第

按



防
措
臨
費
の
性
椅
に
つ
い
て

第
七
十
六
巻

四
七
九

多再

調

第
一
に
防
衛
分
権
金
の
こ
の
よ
う
た
削
減
は
今
年
度
限
り
ぞ
あ
る
こ
と
、
即
ち
来
年
度
か
ら
は
削
減
額
以
上
に
防
衛
臆
費
を
増
額
す
る

と
い
う
米
閣
の
要
求
が
つ
ら
ぬ
か
れ
た
己
と
、
第
三
に
-
一
九
年
度
よ
り
の
防
衛
藤
繰
越
金
二
二
七
億
国
の
全
額
が
使
用
さ
れ
る
、
つ
ま

り
園
民
白
要
求
に
流
用
さ
れ
な
い
こ
と
、
第
三
に
珠
算
外
契
約
一
五
四
億
固
の
擢
限
が
防
衛
臆
に
奥
え
ら
れ
る
こ
と
等
々
、
基
本
的
に

は
日
米
再
軍
備
勢
力
、
特
に
米
閣
の
要
求
が
そ
の
ま
ま
貫
徹
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

三
十
年
度
珠
算
K
治
け
る
防
衛
隠
費
を
も
含
む
防
衛
関
係
費
の
性
格
は
こ
の
よ
う
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
モ
れ
は
そ
の
性
格
上
園

民
の
諸
要
求
と
銑
く
封
立
し

τwwhu
し
、
輪
開
算
の
執
行
過
程
に
お
い
て
様
々
な
問
題
を
生
み
出
す
だ
ろ
う
。
特
に
地
方
財
政
問
題
は
解

決
し
が
た
H
困
難
な
問
題
と
し

τ今
年
は
積
場
し
て
く
る
だ
ろ
う
。
社
ザ
せ
た
ら
地
方
財
政
こ
そ
は
最
も
庚
汎
た
園
民
生
活
上
の
要
求
と

再
軍
備
の
要
求
と
が
封
決
す
る
場
だ
か
ら
ぞ
あ
る
。

従
つ
亡
政
府
の
政
治
力
を
強
化
し
、
米
関
と
の
結
び
づ
舎
を
緊
密
比
す
る
た
め
の
保
守
合
同
が
進
め

b
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
す

で
に
謹

q

へ
た
よ
う
に
、
園
民
と
の
樹
立
が
深
ま
れ
ば
、

h
T
が
て
日
米
聞
の
、
あ
る
い
は
再
軍
備
諸
勢
力
聞
の
樹
立
も
深
ま
る
と
と
は
、

本
年
度
白
瑛
算
編
成
遁
程
が
ナ
J

し
に
詮
明
済
て
あ
る
。

逗
記
、
六
月
十
六
日
参
議
院
珠
算
委
員
令
長
瞬
曾
に
和
い
て
、
=
一
占
1

年
度
強
算
に
つ
い
て
の
意
見
を
述
べ
る
機
曾
を
興
え
ら
れ
た
が
、
そ
の
隈

ω防
措
費
と
園
民
生
活

ω防
情
聴
賓
の
慌
費
削
共
同
修
E
案
の
三
貼
に
ワ
い
て
公
越
し
た
。
こ
の
中
仰
と

ωと
は
本
稿
の
内
容
を
ま
ー
と
め
た
も

の
で
あ
ヲ
た
。
そ
の
後
私
自
公
誼
の
内
容
に
つ
い
て
各
方
面
か
ら
質
問
を
う
け
た
の
で
、
と
こ
で
木
稿
L
L
の
削
剛
謹
を
明
か
に
し
て
和
〈
4
1
第
で

あ
る
。




